
　大井町内における人口変動に着目してみる
と平成 23年をピークに平成 26年にかけ、約
200 人近くの人口が減少している。また平成
42年度までの人口予測では平成 26年度の人
口に比べ 2000 人程度減少するとされている。
以上のことより、本対象地においても人口減
少は大きな問題であることがよく分かる。
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ؙまちづくりという概念を “医療” という切り口から考えた際に、医療技術である外科技術や特効薬は、
まちづくりにおける大規模開発や補助金に近く、また人の身体的自然治癒力を高める効果があるといわ

れるマッサージやエクササイズは、住民主体の段階的に進んでいくまちぐるみや住民活動に極めて近い

ものであると言える。

　本政策の対象地である岐阜県恵那市大井町では、これまでに現地調査や大井 “歴まち” 地区景観まち

づくりワークショップを通じ、ビジョンや、要望、街を良くするアイディア等を住民が主体となって考

えてきた経緯がある。そこで本政策ではこれまでの経緯を踏まえた上で対象地に対し「全身 “マッサージ”

プログラム」を施し、まちのビジョンや要望、これまで考えられてきた提案の実現をより効果的に波及

させていく政策として提案していく。
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名古屋15km

岐阜県恵那市大井町中心市街地の概要

基本データ
面積：11.54km2  
人口：13,376 人（平成 23 年 4月 1日）
世帯数：5,056     

　岐阜県恵那市大井町は、岐阜県の南東に位置する恵那市の北側に位置している。北は笠置山、
南は焼山、東は恵那山に囲まれ、木曽川や阿木川、矢作川が流れており、阿木川は大井町の中
心を流れている。恵那の玄関口ＪＲ恵那駅を擁し、明知鉄道の発着駅も隣接している。JR恵那
駅は名古屋と約 1時間で直結しており、重要な交通機関となっている。大井町は、恵那市内で
最小の面積でありながら、市内で人口の 2 割以上を占め、市内地区で最多を誇り、行政・商業・
教育などの市の中心的な役割を担う地域である。

大井町の暮らしの変遷
　対象地となる大井町は、1602 年の伝馬制の実施を受け、中山道 46 番目の宿場町「大井宿」として発展してきた。
特に、江戸時代後半は美濃 16 宿の中で最も繁栄し、本陣、脇本陣が各１軒、旅籠 40 軒余が集まる宿泊施設の

多い宿場町であった。明治を迎え、大井村は尾張藩領から名古屋県、そして明治 4（1871）年から岐阜県となっ

た。この頃になると橋向こうの平地にも中山道を挟んで家が建ち始め、明治 22（1889）年に大井村は町制を施

行して大井町となり、同 28 （1895）年には橋向こうは「新町」となった。明治 35 （1902）年に中央線大井駅

が開業すると、大井町がこの地方の物資の集散地となり、各町村へ通じる街道が整備され、町の基本形態が出来

上がっていった。また、人家の密集地帯となったため、新たに防火用水として大正 4（1915）年に正家一丁田

の阿木川から新町用水が引かれた。この用水は、現在でも駅前商店街の人々によって定期的に清掃が行われてい

る。駅前からは、正家、東野から岩村、明知方面への南北街道が整備されるとともに、浅見与一右衛門によって

明治 39 （1906）年に大井～岩村間に岩村電気軌道が開通し、その後、昭和９（1934）年には大井～明知間に
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恵那市歴史的風致維持向上計画重点地区

鉄明知線が開通した。大井駅がこの地域の人及び物資の乗降場となるに従って駅前通り（中央通り）には多くの旅館や運送店が開業した。中山道沿線も銀座通りと名付けられ、

駅前に集まる人々を対象にした各店舗が軒を並べていき、現在のような中心市街地となっていった。しかし、近年、道路整備、新築住宅の建築、屋外広告物の設置等が行われ、

地域の歴史的風情、情緒、佇まいといった良好な環境が失われてきている状況であるなか、平成 23（2011）年に恵那市歴史的風致維持向上計画の認定を受け、平成 24

（2012）年の景観計画を策定し、重点地区に指定された。これらを契機として平成 25（2013）年に住民参加型の大井 “歴まち地区” ワークショップを開催し、行政と住民を

交えてこれからの大井町のあり方を議論した。

　恵那市中心市街地には、旧中山道が通り宿場が設置された経緯からできた日常利用としての水路（東側）の他に、度重なる大火により設置された
防火目的としての水路（西側）、またその水路から取水する生活利用目的の細かく枝分かれする水路などまちには多くの水路が流れていたという歴史
的背景がある。
　しかし、現在の恵那市中心市街地を流れる水路の多くは暗渠化（ここでは、蓋をされるもしくは埋設されている水路の状態）されてしまっている（開渠・暗渠率参照）。
一方で現地での調査結果から中心市街地内の水路において現在も水路利用が為されている、もしくは利用の形跡がある箇所が確認された（水路利用の現況）。
現地で確認された利用の様子としては、打ち水・植木への水遣り・プランター、雑巾等の汚れ落とし等がある。また、水の流速の速さ、堰板といった要因から
歩いていて水路を感じられる箇所（水音ポイント）の存在を確認した。

開渠・暗渠率 ਷ଡ଼ਹ৷भਠய
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　2014 年 3月 23日に中山道大井宿場町の範囲において空き家調査
を行った。この調査における空き家とは、完全に人が住んでいない状
態の建築、また人の気配が感じられない建築物のことを指している。
この調査では全 114 戸を対象に調査をおこなった。その結果 26戸空
き家であると分かり、全体の約２割が空き家、もしくは人の気配の感
じることのできない建築物であるということが分かった。

空き家 人口変動
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1. 古屋家

2. 阿木川

3. 防災公園

5. 行在所

6. 中山道

4. 大井町を流れる水路
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対象地域では、2013 年度に景観という切り口で住民参加型のワークショップを 4度にわたり実施した。
対象地は歴史まちづくり法に基づいた整備計画や、リニア中央新幹線の建設など、地域が動きはじめている。このうち中山道周辺
の “歴まち” 地区のまちづくりの目指す姿、基本的な考え方を地域の方々でまとめた。

ऽठतऎॉभ৯ఏ

　　　　　「交流・定住人口をふやすこと」

ऽठभৱ౺भਠ૾धୖ਻

4 回のWSから、住民の方々が考えているまちの課題と資源を把握することができた。

ऽठतऎॉभ੦ম্ଉ

①季節を楽しみ、自然の恵みに感謝するまち
　　・季節ごとの伝統行事の継承
　　・自然の恵みとしての伝統的な食文化・食育の継承

②様々な世代・人々との出会いを大切にするまち
　　・子供から高齢者までの様々な世代の交流
　　・新しい住民の受け入れ
　　・来訪者へのおもてなし

③長く使ってきたものw大切にするまち
　　・歴史的建物の保存・日常的な手入れ
　　・歴史的資料の積極活用
　　・伝統行事の再生・継承

④つかれたとにひとやすみできるまち
　　・休憩や交流の場づくり
　　・歩いて楽しいみちづくり
　　・まちづくりの輪を広げる（皆が交代で活動を担うようにする）
⑤商い繁盛のまち
　　・宿場町、市神神社のおひざもととしての賑わい・活力の再生
　　・個性的でオンリーワンの魅力あふれる商店街づくり

を最終目標にし、地域の資源を活かしたまちづくりをするという方向性でまとまった。
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行在所の古い建物が、宿
場町の雰囲気を醸しだし
ている
単に残すだけでは空き家
が増える一方で、生活が
成り立たない
子供が立寄り、歴史を深
める場所づくりが必要で
ある
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水路に囲まれた歴史が感じ
られるまちづくりが重要
狭い路地 “ヒヤバ” は上手
く整備すると現代の生活に
活かせるのではないか
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戦後の商店や近年の商店
にも雰囲気の良いものが
ある
商店の古い看板が面白い
祭事を本来の姿に戻した
い
伝統行事はこれからも継
承していきたい
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阿木川や水路等の自然環
境は子供の遊び場として
残していきたい
「五平餅」「からすみ」「朴
葉寿司」「栗きんとん」
等は周辺の豊かな自然の
恵みなので受け継いでい
きたい
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外科技術や特効薬では解決できない、全身的かつ持続的に眠っている治癒力を刺激し、回復していける処方をする。
具体的には対象地に「全身 “マッサージ” プログラム」を施していく。
本プログラムは、これまでに住民達たちが考えてきたまちのビジョンの要望、提案の実現をより効果的に波及させていく政策として機能していく。

全身 “マッサージ” プログラム内容

対象地の現況地図

医療 まちづくり

大規模空間整備
補助金

まちぐるみ
住民活動
継続生

特徴

複合的　総合的
継続的　段階的効果
簡易　安価　一般的

外科技術
特効薬
　

治癒力の向上
マッサージ（指圧）

単目的
一時的　即効性
高度　専門的　高額
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大井町の診断結果
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◇恵那市役所・市長◇ ◇まちづくり市民実行組織◇

恵那市大井自治区

◇新町防火用水組合◇◇恵那市観光協会◇
◇恵那商工会議所◇
◇恵那市商店街連合会◇

◇大井地域協議会◇

大井町まちづくり協議会 活動部会

◇行在所◇

会長諮問・意見聴取・提言

区長 部会長
学識経験者 公募

事務局

組合長 副組合長
会計理事

監事
顧問

地域のまちづくりに関する意見の取りまとめ、建議
住民と行政との連携強化に関する意見の取りまとめ、提言

政策の協議、決定、整備の実施、住民参加型WSの開催

副会長 教育子育て部会

福祉のまちづくり部会

防災・防犯部会
歴史文化部会

賑わい部会
健康づくり部会

環境部会

・補完性の原則、自己決定
自己責任にて成り立っている
・毎年 1回総会を開催、大井町
民会議により町民からの課題提
議を行っている
・各部会は活動を大井かわらば
んにて報告

年に 4回大井町防災公園付近にて
恵那まちなか市を開催

・2年に 1度水路清掃
・水路管理費徴収
・年に数回会議

現在はボテンティアの方が毎日交代制で運営しており、大井町まちづくり協議
会が企画する展示会や演奏会を行い、住民の交流の場となっている

役 民

団

気がつかないけど
大切な資源としての水路

様々な活動・組織はあるが
　　　連携していない

　地方都市共通の悩み
空き家の増加・人口減少
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ポケットパーク
　

林家行在所

行在所
　

行在所

レストラン

事務局

ポケットパーク整備案
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流す
このエリアにおける流すことによる効果は、水路
の流れによって得る。具体的には、ポケットパーク
と行在所を結ぶ中山道沿いの水路を開渠化する。

温める　
このエリアにおける温める効果は、エリア内に
おけるイベントを行うことによって得る。具体的な
イベントとして毎月第 2・第 4土曜日にポケット
パークと行在所において出店や催し物を行う。
またこのイベントを行う日は、周辺をキャンドル
で灯し、昼間から夜間まで楽しめるようにする。
このイベントは主に大井まちづくり協議会の賑
わい部会を主体とし、キャンドルは教育子育て
部会による手作りキャンドルとする。　

ষ૔ਚ
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押す
行在所における押すことによる効果は、大井まちづくり協議会の活動拠点の場となる主屋の部分、離れを改装し
て経営するレストランや大井まちづくり協議会の事務局によって得る。従来恵那市役所付近にあった大井まちづ
くり協議会をこの行在所に移転することで押す効果を強める。　

流す
行在所における流すことによる効果は、主屋における活動と離れにおけるレストラン経営で人々の流れによって
得る。行在所横にレストランへと繋がる道を整備し、人の流れを確保する。
また、まちづくり協議会の各部会の活動拠点を行在所の主屋で行うことで見えづらかった組織を可視化する。
従来行ってきた展示会や演奏会も行っていくことで組織の人だけでなく住民の流れを行在所へ誘導する。

温める　
行在所における温めることによる効果は、エリア内の維持管理によって得る。行在所の運営は主にまちづくり協
議会の事務局が行うが、予算や人手の面からも住民に協力してもらう形式にするために行在所内の草むしり等は
自治会ごとに当番制で行うなどしてこのエリアを維持していく。

押す
ポケットパークにおける押ことによる効果は、ポケットパークの奥にシンボルツリーとなるもみの木を植栽する
ことによって得る。クリスマスには教育、子育て部会を中心にクリスマスツリーをデコレートする。

流す
ポケットパークにおける流すことによる効果は、既存の水路から新たに水路を引いてくることによって得る。
この水路は行在所から中山道を通ってくる水路と合流し、水路ネットワークの強化を図る。

温める　
ポケットパークにおける温めることによる効果は、四分六市の
ような市や行在所との合同のイベントをおこなうことによって
得る。また、住民同士でポケットパーク内の水路清掃や植栽管
理を行うことポケットパークを面的に温める。ポケットパーク
の主な担い手は事務局であるが、水路清掃は環境部会、四分六
市は賑やか、と各部会が協力することで面的に温める。

既存の水路

新設の水路

ツボ療法の原理は、ツボと内蔵との関係から考えられる。ツボと内蔵の疾患が，内蔵表明への反応として敏感に
でてきた所であると言われている。つまりこのツボを刺激すれば、内蔵への働きかけが可能ということになる。

提案におけるツボは可能性として挙げられる豊富な資源の中の点的な資源に置き換えることができる。このツボを刺激すること
で住民間の関わり合いへの働きかけが可能になる。

リンパマッサージの原理は、排泄機能と免疫機能のあるリンパをマッサージすることで余分な水分や老廃物、毒素を排出し、自らの力では
動くことのできないリンパの流れを促進することで健康な体づくりを目指すものである。

提案におけるリンパは可能性として挙げられる豊富な資源の中の線的な資源に置き換えることができる。このリンパをマッサージする
ことで住民間の関わり合いが強まる街づくりを目指す。

ْ౒घٓ ْ૴घٓ

ਡ؟ॶ঎ؙ ଍؟জথঃ

本対象地におけるマッサージプログラムとは、高度な専門技術を使う外科的処方とは異なり、誰でも簡易にできるマッサージ療法を用いることで対象地における病状（まちの課題）を眠っている治癒力（まちの可能性）を以下の 3つの観点で刺激していきながら回復させていく。
このプログラムは、ある 1点を回復させるのではなく複合的に刺激し相互作用を促すとともに、一時的なもでではなく継続的てきに行うことでより高い効果を得ることができる。

■઀੧؟ว໣਩౩ຏ৘প੩঴पउऐॊ৸ମ| ঐॵ१ش४| উটॢছ঒

ツボとしての点的な資源とリンパとしての線的な資源を補う形でまち全体における面的な政策を複数行うことでまち全体を面的に温める効果を期待する。

ੌ௶धखथऽठ৸৬॑ആीॊ ણ৿धखथऽठ৸৬॑ആीॊ

現在機能している複数の組織を統合することで、まちづくりにおける組織をより可視化する。またとくにこの提案の中心と成りうる組織「大井まちづくり協議会」
における部会の独立化に歯止めをかけ、組織としての横の繋がりを強める組織形態へと変更する。
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組織における活動に留まらず、住民が主体となれるような活動として地域貨幣を導入する。押すツボや流すリンパにおける個人の成果により地域
貨幣を入手でき、それらの地域貨幣はまた押すツボや流すリンパにおいて使用することができる。これらのサイクルによりまち全体を温める。
この活動は主に事務局が担当する。

教育子育て部会のイベントに参加
してキャンドルをつくったよ！

家の前のプランター
に水路の水を挙げたよ！

প੩ऽठतऎॉੈ৮ভ イベントの出店で
綿菓子買おうかな～

今度はプランターで野菜を
育ててみようかな～
ミニトマトの苗を買おう！

প੩ৢో*(7آآ

水路清掃や水路学習など住民と組織が一体となって行える活動を年間行事として行う。まちの伝統行事と合わせて行うことで
住民の意識化を図り、年間行事として行うことで継続性を保つことで将来的な面としての温めを行う。この活動は主に環境部
会と新町防火用水組合が担当する。

1 年間の行事予定を
策定し住民に発信する

1世帯円の年間 500 円の水路
管理費を徴収し、維持管理や
水路行事プランター費用に当てる
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まちを巡る水路の掃除
を住民とともに行う

行在所にて水路の仕組
や利用方法を教える

残暑の厳しい時期にまち
全体で一斉に打ち水を行う

“流す” エリアにおいてグレーチングのある家庭にプラン
ター及び苗等を配布し、水路の水を用いて育ててもらう
活動報告を行うことで大井通貨との交換ができる

૴घ؟঳৴भणऩऋॉ॑ਔ௙औचॊ؞ਘीॊ

街を縫うように流れる水路を、リンパ腺に例え、水路を線的に整備または利用し、街の繋がりを意識していく効果をもたらす。
また同時に、街中に水路のある空間を演出することができ、目にした人々に癒しを提供する。

਷ଡ଼ਹ৷भ఻৬઀੧

઀੧ؙڭ਷ଡ଼॑຦भ൦षآ

まちの中を巡るルートの提案を行い、人の流れを生み出す。ルートの提案により、まちを歩く人が増加すればまち中に人気が増え
ると同時に、他者が行っている “マッサージ” を見ることができ、見られる側と見る側、相互に刺激を与えていくことが期待できる。

਷ଡ଼ ऽठనऌঝشॺ

઀੧�ؙ਷ଡ଼॑ઞढञफ़شॹॽথॢ

઀੧ �ؙ਷ଡ଼भय़কথॻঝॖঝ঑ॿش३ঙথ

水路利用のイメージ図に示したように、水路上にプランターを設置し、水路と植物がマッチ
した空間を演出する。
このような演出をすることにより、水路空間がセミパブリックな空間へとなり、住民にとっ
て、みんなの庭としての役目を果たす。
この提案における植物の管理は “ツボ” として機能している行在所を利用する人々によって
共同で管理していく。それにより、集団で支えているという意識を根付かせる。

水路沿いであること、またグレーチングのある家庭にプランター及び苗等を配布し、水路
の水を用いて各家庭で育てていく。また複数の家庭に対し１つの柄杓を配布する。柄杓を
複数の主体で共有することで、近隣住民との関わる機会を増やす効果を期待する。
また活動報告を行うことで地域通貨を得ることができ、その地域通貨を用いて新たな植物
を購入するこができる。
この提案は “流す” と “温める” が互いに作用しているところに特徴がある。

行在所・ポケットパークでイベントが開催される度に執り行われる企画のひとつで、教育
子育部会によって作られた手作りキャンドルを用いて水路にそって線上に光を灯していく。
この提案の特徴としては行在所を拠点としていることから“押す”という効果と、水路にそっ
て線上に展開していくことから“流す”という効果、教育子育部会が関わることから“温める”
という３つの効果が相互作用しているところに特徴がある。

ऽठतऎॉੈ৮ভपेॊঝشॺ઀੧

まちづくり協議会の多様な部会によって提案される様々なまちあるきルートを提案し、実行していく。その際に賑わい部会が中心となっ
て、教育子育て部会や健康づくり部会、歴史文化部会とが互いに連携をとりながらバラエティーに富んだ街歩きルートの実行を実現す
る。まちづくり協議会がルート提案に関わることで、まち歩きルートとしての提案である “流す” と部会どうしの連携から生まれる “温
める” という効果が相互作用するところに特徴がある。

ዖॎः৖ভ
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現況

イメージ図

地図にも示されているように、大井町の活動拠点であり、周囲に水路を利用箇所やヒヤバの数の多い行在所を出発点とし、大井町の豊
富な資源を “押す” “流す” の観点で実践しているスポットを中心にまわっていくルートを提案する。水路を線的な利用で演出している水
路ガーデンのようなセミパブリックな空間を感じてもらうことで、より水路を自分（住民）たちの庭のような “流す” 効果を歩きながら
実際に利用する地域住民に気づいてもらうきっかけづくりをし、徐々に住民間の交流を促進させたり、現場で実践する住民から刺激を
受け、自発的な参画を促すことを目的としている。

ঐॵ१ش४भ੶ஈ؞નੳঀشॺभુથ

日々の活動を皆に共有できる特設ホームページを作成して、成果を自慢しましょう！！！
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ここでは、東地域と同様、西側地域のまちなかを巡る散歩ルートの提案を行い、人の流れを生み出していく。地図にもみられる
ように水路利用が多く見受けられながらも交通量が多くツボを活かしきれていないため、交通規制や交通量に影響のない範囲内
で、新規の水路利用者、また更なる水路利用しやすさを追求していく。

০৏भ੒৒

一人の力は小さいが、みんなが少しずつ取り組んでいくことでまちが変わること、住民の小さな活動が地域に貢献しているこ
とを感じて貰えるように SNS を通じて、住民一人一人のツボ押しをリアルタイムで拾い上げ、発信していくことでより住民の
活動が見える化し、また、他の住民の理解や交流を深め、さらなる水路利用の参画への意欲をかき立てることを目指す。

నऐॊऽठभৰਠ؞

水路の日常利用やイベント等、水路を通じて住民同士の交流を促しているが、未だ多く存在する暗渠化されてしまっている水路
の蓋を開けていくことでさらなるまちの水路利用を促していくとともに近隣との関わりや触れ合いが増え交流人口の増加が期待
出来る。しかし、水路の蓋を開けていくと車利用が難しくなることから交通規制や駐車場の誘致、さらにある程度行き先を自由
に決定出来る交通デマンドシステムの導入を考えている。

足や手、背中やお腹などの部位を温めることで血液循環を向上させる。

提案におけるマッサージはツボ押し療法とリンパマッサージにおける効果の相乗効
果を期待し、まち全体を支えていく効果を期待する。

ْആीॊٓ
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大井町のツボと経絡の位置図


